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会議録 

会議名 令和３年度 第３回守山市スポーツ推進計画策定協議会 

開催日時 令和３年 11月 10日(水) 午後７時から午後９時まで 

開催場所 守山市立図書館 多目的室 

出席者氏名 【委員】 

大友智会長、向坂正佳副会長、依田充代委員、柴田文雄委員、武藤幸

弘委員、福井康裕委員、下宇宿勲委員、西村金治委員、山崎清委員、

村田和哉委員 

【市事務局】 

総合政策部 山本毅部長、池田あづさ次長、スポーツ振興課  

野洲好範課長、灘野純司係長、髙木覚主査、布施明朗指導主事 

欠席委員氏名 大平雅子委員、森貴尉委員、西村秀樹委員、今井美惠子委員 

傍聴人数 １人 

会議次第 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

第３期守山市スポーツ推進計画（案）について 

４ 閉会 
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発言者 発言内容等議事  
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事務局 
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事務局 
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１開会 

 

２会長あいさつ 

 

３議事 

第３期守山市スポーツ推進計画(案)について 

資料１-1 資料１-2 資料１-3 

 

（事務局説明） 

 

まずは、議論の中身を２つに分けたいと思います。1つ目は枠組みに

ついて、２つ目は、具体的な取組みについて、ご意見をいただければ

と思います。今後のスケジュールからすると、実質的な中身の変更は

最後になる可能性がありますので、建設的なご意見をお願いしたいと

思います。そのような進め方でよろしいでしょうか。 

まずは、第１章から第５章までの枠組み(見出し)について、ご意見ご

ざいますでしょうか。ご意見がございませんでしたので、この内容で

良いということで、皆様方のご意見とさせていただきます。それでは、

次に第４章の具体的な取組み内容についてご意見をいただきたいと

思います。 

 

この計画を実現していくうえで、主にスポーツ振興課が先導されるの

ですか。 

 

市のスポーツ振興課が進捗管理をするなかで、関係団体と連携し、進

めていきたいと考えています。 

 

総合型地域スポーツクラブの活動へどういう形で支援されていくの

か。またトップアスリートとの交流についても、例えば、現役選手で

あればそれなりの出演料も必要になると思うので、予算が出るのかど

うか。色んな取組みをしていくなかで、予算という部分が非常に関わ

ってくると思います。ホームページのリニューアルや SNSの発信も含

めて、市として「健康元気なまち」とうたっていくなかで、スポーツ

を市の中心として考えていくようになるのか、この会議でのスポーツ
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事務局 

 

 

会長 

 

ということだけなのか、どのように考えていますか。 

 

予算は、基本的に議会の了承が必要でございますが、我々としては、

計画に書いたことはやっていきたいと思っています。支援については

補助金を出すことや、金銭以外のこともあるかと思います。トップア

スリートとの交流なども含め、現在、予算要求をしているところです。 

 

計画を実行しようとすると必ず予算が必要となりますので、例えば、

健康診断、体力測定でもお金がかかりますので、それについて市民の

65％は受けるようなことを検討するとか、そういう風に転換すること

で言われていることが具体化されると思いました。そのようなことを

書き込むことはできるのでしょうか。 

 

各項目にそれぞれ指標を入れる意見もございましたが、指標を取れる

ものや取れないものがありましたので、ちぐはぐになったりするの

で、大目標であるスポーツや運動の実施率 65％以上だけを指標とし

ています。いくら指標を作っても、予算が取れなかった場合はなかな

か難しい面もありますので、ひとつひとつを着実にやっていくこと

で、最終的にスポーツや運動の実施率 65％以上を達成していきたい

と考えております。 

 

柱ごとに重点施策、指標がクリアにできるものについては、中間の工

程表があり最終的に 65％以上になるという説明になれば、議会の方

の了解も得られやすいのかなと思いました。何かいけそうな項目をぜ

ひ考えていただければと思います。 

 

計画本体とは別に、実施計画を作成し、工程や個々の指標を作り、達

成状況を確認するという形でお願いしたいと考えています。 

 

進捗管理されたことが報告されるという理解で良いですか。 

 

事務局としましては、来年度にも会議を開催させていただき進捗を皆

様に報告する機会をいただければと思います。 

 

大変建設的なご意見をいただけたかと思います。 
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13 ページの遊び場の確保に記載されている身近な公園というのは、

子どもの遊び場になると思いますが、市の方から公園ではボール遊び

をしては駄目だと言われています。そのあたりの考え方が変わってい

くのかどうか。遊べる公園の条件が付くのかどうか。地域に新しい公

園ができましたが、遊具はいらないので、ボール遊びができる公園が

ほしいと要望しました。公園のフェンスは普通 1ｍ80ｃｍから２ｍま

でと決まっています。それではキャッチボールなどができません。 

 

ここの公園であれば、ボール遊びをしても良いですよというのが分か

るマップを今後作成していきたいと考えています。 

 

２点ございます。総合型地域スポーツクラブの件について、第１回目

の会議で、これから先、継続していくことが非常に厳しいと申し上げ

ました。取組み内容の中で、活動支援という言葉がありますが、私の

意見としましては、これからまだまだ総合型地域スポーツクラブをや

っていく形になれば、組織を見直していかないといけないだろうと思

います。そこで文化体育振興事業団の力をお借りしてなんとかならな

いかなと申し上げたつもりですが、反映されていない部分がありま

す。これは市内に７つの総合型地域スポーツクラブがあり、１クラブ

の意見になってしまうかもしれませんが、今後どのように考えていけ

ば良いのか。この計画期間中にギブアップすることもあるかもしれま

せん。高齢者の方が多く参加いただいているなか、その方たちの活動

する場というのも少なくなってくることになります。そういったこと

もどう考えていけば良いのか。 

もう１つは、第５章の計画の推進体制について、中心になるのが行政

になるのか、違う体制で物事を考えていくことになるのか、これでは

横の連携で終わってしまうのではないかと感じています。組織づくり

が大事だと感じています。 

 

２つの意見をいただき１つは、地域スポーツの推進の関連で総合型地

域スポーツクラブはなかなか厳しい状況ですが、どういう風なアイデ

アが考えられるかどうか。 

 

総合型地域スポーツクラブにつきましては、７学区ございまして、各

１団体に年間活動補助として 25,000 円を助成していますが、今来年

度の予算要求時期であり、この計画を進めていくこともありますの
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で、要求としては 25,000 円をなんとか倍額できないか要求している

段階でございます。これはもちろん財政当局や議会に通らないと進ま

ないことではあります。 

また、お金の問題ではなく、人の問題が大きいかと思います。このこ

とについては、地区計画により調整区域でもたくさん新しい団地がで

きています。若い世代の住民も入ってきていますのでその方たちをな

んとか巻き込んで、組織の若返りや新しい人材の発掘により組織の維

持につながると考えています。22 ページの各分野での連携協力につ

きましては、総合型地域スポーツクラブでは、小津クラブ以外のとこ

ろは各学区での運営形態になっており、温度差が違いますので、意見

交換をする調整会議をすることも良いのかなと考えています。文化体

育振興事業団を親としてやる方法もあるかもしれませんが、守山市は

各学区に１つあるのが売りになっていますので、それを１つにまとめ

るのは大きな方針転換にもなりますので、議論が必要と考えていま

す。 

 

地域スポーツの推進について、調査研究を入れていくことも可能かと

思いました。上手くいっているところ、上手くいっていないところが

あって、継続する時にどういう要因が必要なのか専門的な知見を入れ

ると変わってくるかと思います。それを踏まえて継続的になるような

施策の情報を収集し検討してはどうか。なかなか行政と各総合型地域

スポーツクラブだけでは、アイディアが出づらいと思いました。 

 

調査研究は、コンサルにお願いするやり方の事ですか。 

 

コンサルに入ってもらう方法や大学の研究機関にスポーツマネジメ

ントの領域があり、そこで研究されている方が結構おられます。総合

型地域スポーツクラブの継続や立ち上げの要因などの調査研究を、そ

ういうところと組むのもありかと思います。 

 

調査研究について追加させていただきます。 

 

もう１点は、第５章の計画の実現に向けて、推進する母体のイメージ

について、次年度に説明の場を持つ話がありましたので、そこが母体

になる考え方でよろしいですか。 
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この会議で進捗管理を行い、ご意見やアイディアをいただきたいと考

えております。 

 

母体があるとそこで情報交換を行い、色んな話が広がっていくのでは

ないかと思います。現在はそういうものがないので、スポーツ振興課

対各スポーツ団体で終わっている形だと思います。これからは、地域

の中でスポーツ団体に携わっている方を集めていただいたので、組織

として作るかは別ですがあった方が良いと思います。 

 

何か会を作る可能性はありますか。 

 

出来ればこの会議を、そのような母体の１つとして、皆様に集まって

いただき進捗管理をしていただく形が良いと考えています。 

 

第４章の取組は盛りだくさんであり、前回も委員をさせていただき、

その時もたくさんあがっていました。そのなかで、どれを重点的にや

っていくのか絞っていかないと薄まってしまうと感じています。第１

回目の会議でも発言させていただきましたが、スポーツの参加人口を

増やすには、寝た子を起こすのが１番だと思います。それは、総合型

地域スポーツクラブなどの地域のスポーツだと思いますので、総合型

地域スポーツクラブを重点項目にしてはどうでしょうか。また、どう

いう位置づけて考えていくかも大事であり、文体事業団が１つにまと

めていくようなことはなく、先ほど意見のあった調査研究を行い、１

度、整理されたらいいのではないかと思います。もう１点は第５章の

計画の実現について、実際どこが何をするのか、ある程度決めないと、

ぼやけてしまうのではないか。それぞれの団体が何をするか分かって

いないとどのように進めていけばわからないと思うので、その辺を検

証してはどうかと考えます。 

 

この計画はたくさん書き過ぎだと思われているかもしれませんが、総

合型地域スポーツクラブだけを重点とするのではなく、子どものスポ

ーツ推進や遊び場の確保なども進めていくべきだと考えています。ま

た、役割については、あえて決めつけずに皆様で連携して、取り組ん

でもらうために、ぼやけた書き方をしています。 

 

推進する会議の中で、重点項目やスケジュールを決めていけるのでは
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ないかと思います。策定協議会では、決めつけない方がフリーハンド

でやりやすいという判断だと理解しました。 

 

情報提供として、奈良県生駒市の方では、スポーツ推進審議委員会と

いうのがありまして、スポーツ推進計画に基づいた年度の進捗管理な

どをしている事例があります。それと、柱２のスポーツができる場の

確保のなかに自宅での運動の推進がありますが、柱４の情報提供・発

信の充実のところにもつながっていくのではないかと思います。情報

を発信しないと自宅での運動を推進できないので、情報提供のなかで

も自宅での運動を推進していく方が良いかと思いました。 

 

柱４の中に、発信する情報について、基本方針に関する内容も含める

など、柱１から５を全て位置づける形が良いかもしれません。また、

システム構築の検討も大きな話であり、そのようなことが進めばなと

思います。 

 

ホームページのリニューアルについては、議会との調整次第でもあり

ますが、令和４年度中に見直し作業を進め、令和５年４月のスタート

を目指す予定です。 

 

柱３-３のアスリートの育成のところですが、タレント発掘を県がさ

れていると思いますが、県と組んでやるのか、市でもやるイメージで

すか。 

 

県と連携するなか市としても令和７年の国スポ・障スポ大会に向けて 

アスリートの育成に取り組んでいきたいと考えています。 

 

２点ございます。１点目は、先ほど計画の進捗を管理する会議の話が

ありましたが、推進計画を策定した場合、毎年連絡会を開いて、進捗

の確認作業が行われますが、作成した方たちとは違う組織が行うのが

一般的かと思います。２点目は、健康づくりについてもう少し触れて

も良いのではと思います。健康推進として、体力測定や健康診断、健

康アプリなどの記載はありますが、食の専門家の栄養士に参加してい

ただき、栄養に関する観点も踏まえると健康づくりにつながると思い

ます。 
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１点目について、進捗管理は別の会議が良いかという意見ですが、検

討させていただきます。２点目について、健康づくりに食の専門家を

入れてはどうかという意見ですが、関連部署にすこやか生活課がござ

いますので、連携を検討させていただきます。 

 

守山市で「わ」で輝く自治会応援報償制度があり、健康づくりの健康

診断の促進というのがそのなかに含まれていて、自治会の中で年に２

回広報すれば、10,000 円支給される仕組みがあります。そこを利用

されてはどうかと思います。地域のコミュニケーションのなかで、早

く 65 歳になりたいと言う人もたくさんおられました。というのは、

3,000円ぐらいかかる予防接種が 1,000円で受けられる話が仲間うち

でありました。そういうところから、コミュニケーションをとりなが

ら健康づくりにつながっていくのかなと思います。また、計画の年表

の令和３年度のところに、これから追加になると思いますが、ワール

ドマスターズゲームズ 2021 関西の再延期について、決定次第追記さ

れてはどうかなと思います。 

 

再延期について決定次第、追記させていただきます。 

 

社会教育と生涯学習のまちづくりを策定するのに、自治会を巡って調

査させてもらいましたが、守山市の方は、子どもたちと高齢者が上手

くスポーツをやっている場面が結構ありました。学校だけでなくご協

力いただいていることがよくわかってきたのですが、自治会によって

差がありますので、できるだけそういうイベントが増えてくると、子

どもや高齢者にとっても、すごく親しみやすい関係が作れますので、

今後スポーツ推進計画を通じて、スポーツや運動の実施率を 65％以

上にあげていければと感じています。 

 

県のスポーツ少年団として、10 月にスポーツ界や栄養士などを呼び

集団研修をやっています。また、年１回ですが、市のスポーツ少年団

としても６月頃に熱中症対策など会社に来てもらって研修会を行い

ました。その後、スポーツ少年団で話をしたりしました。あとは、整

骨院の先生や各小学校の栄養士に話をしてもらったり、AEDの使い方

を消防署から来ていただいて講習をしたりしています。ただ、来ても

らっているのが、代表の方だけですので、各チーム 30 名程度おられ

ますが、そこから末端まで行き届いていない可能性があります。その
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辺を徹底していきたいと思います。 

 

参加される方は、監督ですか。 

 

育成会の会長と５年生の代表のだいたい２名です。県の方で指導者研

修会もあり、その時は監督などの指導者が参加しています。 

 

19 ページのスポーツによるまちの活性化も凄く重要になってくるか

と思います。日本体育大学との連携事業もそうですし、県内には、び

わこ成蹊スポーツ大学や立命館大学などもあります。高校を卒業した

18歳から 25歳ぐらいまでの年代が、意外と無視されているのではな

いかと感じています。中学校や高校までスポーツをやってきた方が、

大学に行ったときにスポーツ離れになっているシーンが凄くありま

す。県内で活動しているなかで、スポーツの事業をやりたい、スポー

ツイベントに関わりたいという学生が凄く多いと感じました。イベン

ト情報を大学生向けにもっと発信して、興味を持ってもらうことで、

スポーツを自分の仕事にする人もいると思いますし、ボランティアス

タッフでも良いので何か提案ができると良いと思います。大学の専門

的知識を活かした連携事業と同時に、県内外の頑張っている学生に積

極的に守山市のイベントへ参加を促すことで、子供から大人、高齢者

のつなぎ役というか、それが生涯スポーツに関わってくると思いま

す。学生と関わってきて見えてきたことなのでお伝えしたいなと思い

ました。 

 

令和７年に国スポ・障スポ大会があり、スポーツボランティアがたく

さん必要になります。情報発信をするなかで、大学生などに市のスポ

ーツイベントに関わっていただけるような取り組みもしていきたい

と考えています。 

 

例えば、大学生が SNSなどの情報発信や運営スタッフとして参加する

など 16ページの３-２のスポーツを「ささえる」活動の推進の取組内

容のところに県内外の大学生等のスポーツをささえる活動の推進な

どを入れてはどうかと思います。情報発信のノウハウを知っている学

生が来られて情報発信をサポートしていただけると、良いと思いま

す。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

副会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

高校や大学との連携について、総合型地域スポーツクラブを立ち上げ

る時に、良い指導者や若い力もないといけないということで、１回目

の時に立命館高校のアメリカンフットボールの先生に研修会をお願

いしました。子どもたちに体験させてあげたいという思いで、各学校

にチラシを持ってまわりました。研修会では、立命館の学生が何十人

も待ち構えてくれ、とても感激しました。そのなかで、習いに来てく

れた子の親がアメリカンフットボールに興味を持って、最終的に子ど

もが立命館大学に行かれました。我々自身が情熱を持って仕掛けた事

がきっかけとなったのかなと思いました。待っているのではなく仕掛

けていくことが大切だと思います。 

 

若い世代へ繋げる仕掛けが広がっていくと良いなと思いました。 

 

この計画の中に、安全という言葉が入っていないと思いますが、施設

を管理している立場とすれば、安全に使っていただくことは大前提な

ので、例えば遊び場の確保のところなどに安全という言葉を入れてみ

てはどうかと思いました。 

 

安全や安心に関する記載があまり入れられていないため、検討させて

いただきます。 

 

安全や安心は必須だと思います。基本理念のところに入れてはどう

か。 

 

追記させていただきます。 

 

学校ではタブレットを１人１台導入しておりますので、今までは紙ベ

ースで紹介をしていて、配るのに時間がかかっていましたが、発信の

仕方を工夫して、案内すると参加してみようかなと思う子どももいる

かもしれないので、上手く発信できることが必要かなと思いました。 

 

学区で良く保険の話がでるのですが、スポーツを個人や自治会、老人

会、市のイベント、スポーツ少年団、クラブチームなど色んな形で展

開されていると思いますが、何かの傷害保険で全部担保されているの

かお聞きします。 

 



11 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

守山市で主催しているスポーツイベントは保険をかけておりますの

で、怪我をされてもその保険を使っていただくことは可能です。 

 

学区のもりもりスポーツはどうですか。 

 

学区のもりもりスポーツ広場は、レクリエーション保険に入っていま

す。ただ、２年ほど前から、バスケットボールが危険なスポーツの中

に含まれました。レクリエーション保険で対応していないスポーツも

あります。上のランクに入れれば良いのですが、予算的なこともある

ので種目を絞ったなかでやっています。自治会に関しましては、大き

な保険に入っておられます。また、指導者側は、別でスポーツ安全保

険に加入しています。 

 

スポーツ以外の市の行事については無いかもしれないと心配する声

があります。そこは連合会で質問したいと思います。 

 

基本的に、市のイベントはスポーツに限らず対象になるかと思いま

す。 

 

 

閉会 


